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現在、午前９時。晴れていて、穏やかな天候です。 

 来週の月曜日から、期末考査が始まります。明日は市民体育大会がありますが、大会を 

考慮に入れながらテスト学習計画を組み、勉強に励んで来ました。 

 １学期のまとめとなる期末考査（市民体育大会もですが）に、全集中して欲しいです。 

 また、今日の午前中には、小中合同学校評議員会が本校で行われます。授業参観や懇談会

を予定しているのですが、地域の方々をお招きして、様々な視点から知恵や知識を与え 

てくださることがとても楽しみで、ありがたいところです。 

お忙しい中ではありますが、御来校をお待ちしています。 

 

 さて、「質問」と「発問」には、違いがあります。 

 「発問」は、問いを発する人が答えを知っています。でも「質問」は、それを発する人 

が答えを知りません。よい発問は、子どもの頭を緊張させ、思考と行動を変えさせます。 

 「発問」は基準がハッキリしていますから、教えることが可能です。しかし「質問」はそ

れぞれが受け止め方によって生じてくる疑問ですから、教えることができません。 

 日本人は、これまでの生活文化や習慣により、質問が不得手と言われます。外国人記者 

のインタビューに対する応答場面を見ていても思うところです。 

私も苦手の部類に入ると自覚するのですが、井波中生には「質問」好きを目指して欲し 

いです。 


